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一
資
料

第
二
図
に
掲
げ
て
お
ら
れ
る
の
で
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

明
ら
か
に
し
た
資
料
を
示
し
た
い
と
思
う
。 と
題
し
て
多
久
家
履
の
場
合
に
つ
い
て
、
地

近
世
幕
藩
体
制
下
生
産
物
地
代
に
基
礎
を
隆
い
た
封
建
頌

E
の
財
政
の
大
小
、

て
は
領
主
そ
の
も
の
の
大
小
を
決
定
し
た
石
高
が
、
実
際
に
ど
の
様
な
形
で
領
下
に
集

め
ら
れ
、
又
そ
れ
が
ど
ん
な
風
に
し
て
如
何
な
る
こ
と
に
ど
の
位
使
用
さ
れ
た
か
と
云

う
一
連
の
収
支
関
係
を
、
具
体
的
に
（
眼
の
前
に
）
数
字
を
以
て
示
す
こ
と
は
、
決
し

て
無
意
味
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。
か
つ
て
筆
者
は
「
史
淵
」
第
四
十
九
韻
に
於
て

「
佐
嘉
藩
多
久
頷
地
米
制
度
の
概
浅
」

米
（
租
米
）
が
領
主
に
集
め
ら
れ
る
訳
況
を
rJ
し
く
述
べ
た
が
、
今
日
は
そ
の
使
述
を

然
し
突
然
資
料
を
出
し
て
も
理
解
し
に
く
い
と
忌
う
の
で
一
応
前
論
，
父
の
概
略
を
簡

単
に
繰
返
し
て
お
く
。
委
し
く
は
前
論
文
を
参
照
さ
れ
度
い
。

佐
嘉
藩
内
の
支
藩
私
領
に
対
す
る
知
行
地
及
知
り
高
の
分
給
状
態
は
杜
史
学
研
究
一

九
八
号
に
於
て
藤
野
保
氏
か
「
佐
賀
藩
に
お
け
る
知
行
地
の
存
在
形
態
」
の
第
二
表
及

多
久
家
の
場
合
そ
の
令
領
内
の
田
畠
は
次
表
に
掘
げ
る
如
く
、
多
久
家
の
蔵
入
ガ
・

巡
見
方
・
地
改
方
・
配
分
方
・
小
物
成
方
等
（
今
仮
に
こ
れ
を
役
所
と
呼
ん
で
お
く
）

に
分
れ
て
所
属
し
て
い
る
。
同
一
村
内
に
於
て
も
矢
弧
り
大
々
の
役
所
に
分
れ
て
所
属

領

主

の

財

政

に

関

す

る

序 領

主

の

財

政

に

関

す

る

ひ
い

地

丈"L. 

媒
l

、
）

見

蔵

人

（
第
一
表
）地

米

わ

~~91, 一ー，

四

し
て
い
る
。
そ
し
て
土
地
の
等
級
に
よ
っ
て
壱
反
に
つ
い
て
取
立
て
る
べ
き
地
米
の

基
準
を
上
只
い
た
「
段
附
帳
」
が
あ
り
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
各
役
所
毎
に
土
地
の
面
積
、

耕
作
者
及
そ
の
地
米
の
高
を
記
載
し
た
杖
別
の
川
畠
帳
を
持
つ
て
い
る
。
今
役
所
別
に

荊
属
田
畑
の
血
禎
及
上
る
べ
き
地
米
の
石
高
を
表
示
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
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化
し
配
分
方
の
地
米
は
本
来
は
土
地
配
分
を
受
け
た
家
臣
の
手
に
入
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。
然
し
第
二
章
で
後
述
す
る
様
に
毎
年
領
主
へ
の
出
米
を
強
制
さ
れ
て
い
る
。

な
お
佐
嘉
藩
多
久
頷
の
馬
合
「
地
米
」
な
る
も
の
の
高
は
土
地
の
生
産
高
の
う
ち
藩

の
取
分
で
あ
る
三
分
の
二
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
掲
拙
論
第
一
章
に
掲
げ
た
安

永
八
年
「
諸
御
手
頭
」
中
の
「
検
見
手
頭
」
の
次
の
資
料
に
よ
っ
て
判
る
。

木

俊

秋



（
本
庄
栄
治
郎
氏
「
近
世
封
建
社
会
の
研
究
」
財
政
の
窮
乏
）
、

元
禄
前
後
の
諸
産
業
の
発
展

（
一
）

米
の
正
確
な
数
字
の
内
訳
は
前
掲
論
文
の
九
二
貞
・
九
九
頁
の
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

領

主

の

財

政

に

関

す

る

（
上
略
）

緑
者
知
者
た
り
と
も
私
を
相
離
専
御
為
を
奉
存
下
下
及
迷
惑
候
儀
等
無
之
様
随
分
念

を
入
―
―
一
部
弐
御
上
納
三
分
壱
百
姓
取
納
前
と
御
定
之
通
少
も
片
落
之
儀
無
之
様
上
下
憲
法
に
支

配
可
然
候
事

こ
の
他
に
神
領
方
・
武
具
方
・
小
路
方
等
が
あ
る
が
、

た
面
か
ら
の
べ
て
お
こ
う
。

一
資
料

こ
れ
は
領
主
の
財
政
に
屯
き
を

な
さ
な
い
微
々
た
る
も
の
で
省
略
し
た
。
以

K
の
様
に
算
定
さ
れ
た
地
米
は
牧
納
予
定

の
地
米
で
あ
っ
て
、
実
牧
の
地
米
は
そ
の
年
の
豊
凶
に
よ
っ
て
異
つ
て
来
る
の
は
当
然

で
あ
る
。
毎
年
六
月
に
算
定
さ
れ
る
春
落
米
、
十
二
月
に
算
定
さ
れ
る
秋
落
米
と
ゆ
う

免
除
米
の
高
に
よ
っ
て
年
々
実
牧
地
米
が
変
化
す
る
。
か
く
し
て
集
め
ら
れ
た
実
牧
地

で
は
こ
の
様
に
し
て
領
主
に
牧
納
さ
れ
た
地
米
は
、
如
何
な
る
こ
と
に
ど
の
位
の
割

合
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
を
知
る
に
最
も
良
い
資
料
は
「
以
這
仄
苧

三
ケ
年
御
勝
手
方
御
仕
組
帳
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
帳
面
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
述

ぺ
る
に
先
立
つ
て
、
先
ず
こ
の
帳
面
が
出
来
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
社
会
的
な
背
景
を
、

佐
嘉
本
藩
が
そ
の
二
丸
請
役
所
を
通
じ
て
支
藩
私
領
に
対
し
て
出
し
た
触
害
に
現
わ
れ

徳
川
幕
府
が
政
権
掌
握
後
、
諸
大
名
を
財
政
上
か
ら
も
無
力
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
参

勤
交
替
制
や
諸
種
の
土
木
工
事
賦
課
等
の
一
述
の
政
策
は
相
当
な
効
果
を
も
た
ら
し

は
、
土
地
生
産
物
の
一
定
部
分
で
あ
る
貢
租
の
総
生
産
物
中
に
お
け
る
比
菫
を
減
少
せ

し
め
て
領
主
財
政
を
窮
乏
に
導
き
（
「
大
阪
大
学
経
済
学
」
安
岡
重
朋
氏
「
商
業
政
策
を
め
ぐ

る
幕
藩
対
立
試
論
」
）
加
う
る
に
一
部
特
権
商
人
の
米
価
の
変
動
を
利
用
し
て
の
利
潤
の

さ
く搾
取
・
大
名
貸
等
高
利
貸
的
商
業
資
本
の
庄
迫
に
よ
っ
て
、
ど
の
藩
に
於
て
も
諸
大
名

の
勝
手
向
の
財
政
は
益
々
窮
地
に
追
込
ま
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

多
久
領
で
前
述
の
「
御
勝
手
方
御
仕
組
帳
」
が
作
ら
れ
る
以
前
の
佐
嘉
藩
の
財
政
困

窮
の
状
況
は
、
文
化
七
年
八
月
に
本
藩
の
二
丸
請
役
所
が
藩
内
の
支
藩
私
領
に
出
し
た

次
の
触
告
（
「
佐
嘉
諸
達
並
触
達
四
」
几
州
文
化
史
研
究
所
写
本
、
以
下
本
青
を
「
資
料
一
」
と

御
相
続
向
累
年
極
々
被
御
差
支
候
付
毎
度
御
仕
与
を
も
有
之
候
得
共
一
体
之
義
年
[
之
御
取
箇

丈
1

一
而
御
遣
合
不
被
相
叶
過
分
之
御
不
足
相
立
其
上
打
続
臨
事
之
大
御
物
入
而
己
致
出
来
之
処

£
為
被
及
御
大
借
義
二
而
更
二
御
連
之
道
不
相
付
既
二
当
五
月
節
句
前
力
盆
前
金
銀
配
之
道
必

止
与
相
絶
非
常
之
作
略
を
以
一
果
は
押
:
被
御
相
続
候

と
の
べ
て
お
り
、

こ
の
頃
既
に
財
政
窮
乏
を
阻
止
す
る
た
め
何
度
も
御
仕
組
を
立
て
て

来
た
が
効
果
が
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
所
が
佐
嘉
藩
で
は
藩
主
鍋
島
勝
茂
の
治

政
中
の
寛
永
十
九
年
三
月
以
来
幕
府
か
ら
黒
田
藩
と
共
に
長
崎
港
外
の
誓
備
の
責
任
を

負
わ
さ
れ
る
の
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
（
寛
政
重
修
諸
家
譜
第
五
輯
鍋
島
家
系
図
）
た
め
に

そ
れ
に
費
す
経
費
も
莫
大
で
あ
っ
た
。
而
も
文
化
五
年
に
英
国
軍
艦
フ
ェ
ー
ト
ソ
号
が

佐
嘉
藩
の
警
固
を
無
視
し
長
崎
港
へ
無
断
侵
入
し
た
た
め
長
崎
奉
行
松
平
康
平
佐
嘉
藩

番
所
の
千
菓
胤
明
蒲
原
好
吉
が
切
腹
し
た
事
件
が
あ
っ
た
。
（
鍋
島
直
正
公
一
代
記
）

そ
の
た
め
こ
の
文
化
七
年
頃
に
は
長
崎
表
の
新
規
御
台
場
を
数
ケ
所
築
き
、
根
小
屋
師

御
乗
蔵
を
新
規
に
立
て
、
数
十
挺
の
御
石
火
矢
新
製
の
上
備
え
そ
の
打
手
其
他
多
人
数

出
役
を
命
じ
た
た
め
「
御
手
配
筋
格
別
相
嵩
莫
大
の
御
入
用
相
成
其
外
諸
筋
一
統
別
而

差
尖
」
つ
て
来
て
「
向
之
御
入
用
只
今
力
相
見
候
分
も
是
又
大
投
之
御
時
目
＿
＿
而
段
々

御
手
を
取
尽
し
来
候
得
者
何
分
取
計
之
道
無
之
」
と
の
べ
て
い
る
。
そ
し
て
遂
に
安
永

（
資
料
一
）

七
、
八
年
に
一
度
取
立
て
た
こ
と
の
あ
る
人
別
銀
を
も
う
一
度
領
内
に
賦
課
し
て
い

る
。
こ
の
時
の
人
別
銀
取
セ
の
要
領
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
上
略
）
一
、
銀
員
数
之
義
壱
人
前
壱
ケ
年
二
定
銀
四
匁
宛
被
相
懸
銀
取
立
之
義
三
月
九
日
年
両
度
取
立

略
す
）
に
よ
っ
て
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち

四
四



領

主

の

財

政

に

関

す

る

う
よ
う
通
達
し
て
い
る
。

一
資
料

被
仰
付
義
候

一
、
当
年
之
義
半
途
之
義
二
付
壱
人
前
定
銀
ー
ニ
匁
宛
被
相
懸
銀
取
立
之
義
当
十
月
一
日
1

一
取
立

被
仰
付
儀
候

（
中
略
）

一
、
人
別
銀
之
儀
一
ケ
年
前
定
銀
四
匁
位
之
義
候
得
共
側
二
者
別
而
極
雖
者
家
内
数
人
罷
在
実

一
一
致
難
渋
候
者
も
有
之
取
立
届
兼
候
義
も
可
有
之
哉
二
候
得
共
此
節
人
別
之
義
二
而
一
統
被

相
懸
儀
二
付
而
者
成
丈
其
頭
々
£
教
諭
を
加
取
立
無
洩
様
之
事

と
予
定
額
確
保
の
た
め
取
立
は
極
め
て
強
引
で
あ
り
、
こ
の
他
納
入
不
能
の
困
窮
者
の

分
は
他
人
が
代
つ
て
納
め
る
様
責
任
を
負
わ
せ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
藩
で
は
財
政
の
窮
乏
を
食
止
め
る
た
め
「
無
借
の
楯

r」
と
称
し
て
年
々

上
つ
て
く
る
御
取
箇
だ
け
で
藩
政
を
賄
つ
て
行
く
計
画
を
文
化
元
、

い
る
。

（
資
料
一
）

二
、
五
年
と
何
度

も
立
て
て
来
た
け
れ
ど
も
、
長
崎
表
の
御
手
配
と
か
臨
時
の
支
出
が
打
寛
る
た
め
に
年

々
不
足
を
来
し
て
、
翌
文
化
八
年
八
月
に
は
す
で
に
銀
二
千
貫
余
の
借
銀
高
と
な
っ
て

こ
れ
に
驚
い
た
藩
で
は
一
層
取
締
を
厳
車
に
し
て
諸
役
所
の
諸
経
貨
節
減
を
行

又
本
藩
二
丸
請
役
所
か
ら
小
城
藩
の
西
丸
へ
通
達
し
た
文
化
八
年
十
一
月
十
五
日
の

触
書
（
資
料
一
）
に
よ
る
と
、
藩
財
政
莫
大
の
赤
字
と
な
り
、
上
々
様
御
手
廻
を
始
諸
回

格
外
の
御
取
締
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
諸
遣
料
其
外
減
略
を
行
い
差
分
米
諸
出
入
扶
持

米
等
格
外
に
省
略
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
い
い
御
馳
走
米
の
部
増
や
役
々
の
助
力

米
、
切
米
、
扶
持
米
の
部
引
の
仕
方
を
小
城
藩
の
場
合
に
つ
い
て
、
細
か
く
具
体
的
な

数
字
を
以
て
指
示
し
て
い
る
。
従
つ
て
他
の
支
藩
私
領
に
対
し
て
も
、

そ
の
領
内
の
財

政
に
即
し
た
数
字
を
以
て
指
令
が
出
さ
れ
て
い
る
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
諸
経

費
節
減
の
目
は
藩
主
領
主
の
外
出
の
仕
方
に
ま
で
向
け
ら
れ
、
翌
九
年
七
月
四
日
の
触

書
に
よ
る
と
、
従
来
藩
主
の
平
素
の
社
寺
参
詣
や
遊
行
の
際
に
は
諸
方
郷
々
道
留
を
行

つ
て
来
た
が
今
後
は
御
先
払
だ
け
で
す
ま
す
か
ら
無
礼
の
な
い
よ
う
に
せ
よ
と
、
道
留

こ
の
様
に
藩
で
は
人
別
銀
を
取
立
て
て
見
た
り
、
諸
役
所
の
経
費
の
節
減
を
は
か
つ

た
り
其
外
い
ろ
い
ろ
と
手
を
尽
し
て
こ
れ
ま
で
ど
う
に
か
や
っ
て
来
た
け
れ
ど
も
「
到

当
今
候
而
者
猶
又
必
止
与
被
御
指
迫
最
早
術
計
無
之
」
伏
態
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
文
化

九
年
春
藩
の
重
役
が
集
つ
て
協
議
を
重
ね
、
借
銀
か
一
通
り
は
形
付
く
様
「
諸
向
半
減

之
御
仕
組
」
と
ゆ
う
の
を
立
て
、
諸
役
所
の
経
費
半
減
を
実
行
し
よ
う
と
と
り
か
か
つ

た
が
、
「
無
拠
故
障
之
儀
而
己
迷
出
最
前
之
稼
通
届
兼
」
る
有
様
で
、
「
諸
般
巌
敷
加

作
略
或
役
人
減
少
或
御
馳
走
米
部
増
又
者
御
借
銀
筋
借
居
借
起
絆
其
外
」
い
ろ
い
ろ
手

を
打
つ
て
み
た
の
で
あ
っ
た
が
、
赤
字
の
銀
高
が
嵩
む
一
方
で
「
殊
江
戸
大
阪
其
外
之

銀
配
最
早
御
借
塞
之
末
」
で
あ
る
の
で
此
の
上
借
増
し
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
。

家
中
の
家
来
述
に
対
し
て
は
「
年
来
困
窮
之
上
毎
々
献
金
其
外
大
御
馳
走
米
等
を
差
上
」

さ
せ
て
お
り
、
又
市
中
郷
村
に
対
し
て
も
「
人
別
調
達
等
被
御
手
を
尽
」
て
い
て
す
べ

無
之
御
危
急
此
時
二
差
迫
何
等
之
御
不
胴
出
来
可
致
哉
難
斗
」
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

い
と
、

四
五

（
資
料
一
）

「
今
更
何
を
以
右
御
不
足
之
御
満
ロ
ニ
可
被
相
補
様

そ
こ
で
こ
の
上
は
風
俗
を
取
締
り
質
索
倹
約
を
厳
釈
に
行
う
外
な

こ
の
年
十
一
月
十
六
日
に
は
十
四
ケ
条
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
節
倹
を
命
じ
て
い

る
。
そ
の
項
目
の
み
を
挙
げ
る
と

一
、
上
M

様
ガ
御
取
父
御
賠
答
且
御
祝
事

一
、
年
始
歳
躾
御
式
正
方
御
祭
礼
其
外
祝
事

一
、
参
勤
方
長
崎
御
越
行
列
御
番
所
御
巡
兄
御
船
御
行
旅

一
、
御
衣
裳
納
一
戸
御
台
所
仕
遺
料

一
、
御
能
御
興
行

一
、
御
褒
美
家
督
跡
式
食
f
縁
組
等
祝
事

一
、
仏
事
葬
式

一
、
鐙
祝

一
、
祭
礼
祝

て
の
者
が
難
放
し
て
い
る
の
で
、

の
冗
費
節
約
を
は
か
つ
て
い
る
程
で
あ
る
。



三
。
矢
張
り
同
じ
十
二
月
に
は

る。 、、＇し`

又

然
し
こ
の
文
化
十
一
年
の
大
凹
作
は
、

（
世
界
歴

こ
こ
に
何

研
究
所
写
本
以
下
本
書
を
「
資
料
二
」
と
略
す
）
こ
の
様
に
藩
財
政
の
困
窮
を
救
う
た
め
に

藩
自
身
は
勿
論
一
般
郷
村
の
風
俗
の
矯
正
に
ま
で
相
当
に
厳
重
な
態
度
を
以
て
臨
ん
だ

の
で
あ
っ
た
。
然
し
こ
の
様
な
藩
か
ら
の
節
倹
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
化
十
一
年
九

月
の
触
害
（
資
料
二
）
を
見
る
と
小
城
藩
内
に
於
て
は
「
免
角
算
美
之
宿
習
不
相
除
緩

之
儀
も
有
之
哉
二
相
間
以
之
外
不
宜
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
果
し
て
郷
村

に
ど
の
程
度
ま
で
徹
底
し
た
の
か
分
ら
な
い
。
そ
し
て
更
に
「
就
中
当
年
柄
米
穀
甚
払

底
有
之
御
隣
領
（
多
久
領
の
こ
と
）
迎
も
同
様
之
凶
作
之
由
相
聞
候
得
者
明
春
夏
ー
ー
至
米

価
高
値
は
勿
論
売
買
之
米
穀
必
止
与
相
絶
及
飢
命
候
通
成
行
哉
も
難
斗
」
と
い
つ
て
祭

礼
・
栖
食
•
寄
合
等
決
し
て
一
切
費
が
ま
し
い
こ
と
は
や
め
成
丈
け
食
物
の
助
と
な
る

品
を
貯
え
て
お
く
よ
う
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
翌
月
十
月
に
は
大
凶
作

の
た
め
藩
で
は
樫
の
実
椎
の
実
を
拾
集
さ
せ
代
官
所
を
通
し
て
買
上
げ
る
こ
と
ま
で
行

「
寺
社
其
外
諸
勧
進
江
之
施
一
切
差
出
申
間
敷
」

更
に
酒
造
に
つ
い
て
も
規
定
石
数
以
上
の
過
分
酸
造
の
禁
止
を
命
じ
て
い
る
の
で
あ

（
資
料
二
）

と
寺
社
へ
の
施
物
等
の
禁
止
、

又
こ
の
年
十
二
月
に
は
領
内
郷
村
に
桑
を
持
つ
て
い
る
も
の
に
対
し
て
、
桑
の
菓
は

残
ら
ず
買
上
げ
る
か
ら
他
領
の
者
へ
は
絶
対
に
売
渡
さ
ぬ
よ
う
に
命
じ
て
い
る
（
資
料

佐
嘉
藩
に
と
つ
て
は
五
千
石
の
減
収
と
な

り
、
も
は
や
数
年
来
支
藩
私
領
の
財
政
欠
乏
に
対
す
る
御
手
副
（
財
政
援
助
）
も
中
止

す
る
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。
然
し
郷
村
に
対
し
て
は
救
助
米
も
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
佐
嘉
藩
で
は
藩
主
斎
直
の
文
化
十
二
年
の
乗
出
、
翌
十
三
年
の
入
部

に
備
え
て
そ
の
費
用
捻
庄
の
た
め
「
非
常
の
仕
組
」
を
立
て
、
大
阪
の
銹
犀
次
郎
兵
衛

に
江
戸
上
方
の
廻
米
を
引
受
け
て
貰
い
そ
の
利
益
を
積
立
て
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ

て
収
入
の
助
け
に
す
る
こ
と
が
行
は
れ
て
い
た
が
、
更
に
大
が
か
り
に
何
か
特
別
に
利

て
一
層
厳
屯
に
贈
答
廃
止
を
命
令
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
）
更
に
翌
十
二
月
に
は

「
仮
令
庭
前
之
木
実
た
り
共
一
切
贈
答
有
之
間
敷
」

と
な
つ
て
お
り
各
条
と
も
詳
細
に
そ
の
実
行
方
法
を
の
べ
て
い
る
。

朗

主

の

財

政

に

関

す

る

一
、
平
日
酒
食
之
参
会

一
、
賄
賂
、
歳
暮
、
年
始
、
暑
、
寒
、
其
外
音
物
贈
答

一
、
衣
裳
之
制

一
、
家
作
譜
請

一

資

料

（
「
諸
逹
帳
七
」
九
州
文
化
史

と
重
ね

（
以
上
何
れ
も
資
料

御
当
難
眼
前
差
伶
候
二
付
而
ハ
近
年
一
際
之
御
救
御
増
石
等
迎
茂
致
出
来
間
敷
吹
然
者
諸
家
様
、

御
家
中
ニ
モ
近
来
色
こ
内
製
之
産
物
等
江
戸
上
方
江
も
売
出
し
相
続
之
営
ミ
相
整
候
処
も
多
u

有
之
趣
勿
論
此
御
方
御
家
中
も
年
来
細
工
等
に
て
態
難
被
相
凌
来
儀
二
者
候
得
共
何
そ
一
統
産

業
二
相
成
候
品
も
無
之
と
こ
ろ
ガ
格
別
之
助
益
も
不
致
出
来
依
之
此
節
貴
様
方
江
被
仰
付
候
御

趣
意
を
瞥
者
奎
飼
之
糸
綿
等
二
相
成
ス
儀
者
男
女
一
統
出
来
候
交
二
而
利
益
も
相
応
二
有
之
物

之
由
就
而
者
是
等
を
始
其
外
不
依
何
定
御
家
中
一
統
相
常
ミ
一
廉
之
助
カ
ニ
相
成
候
内
製
之
手

業
猶
又
い
つ
れ
も
勘
考
申
合
せ
之
儀
立
人
御
心
配
有
之
候
様
夫
u
二
付
而
者
尤
手
等
過
分
之
義

者
不
被
相
叶
芝
仮
共
何
分
咲
者

上
汐
も
御
手
副
可
有
之
尤
当
時
金
銀
払
底
二
付
而
ハ
乞
筈
其
二
而
何
程
吹
追
u
貢
様
ガ
申
淡
之

基
二
相
成
候
様
nJ
被
相
整
由
之
竺

と
従
来
で
も
佐
嘉
藩
内
各
私
領
で
「
内
製
之
産
物
」
を
作
っ
て
江
戸
大
阪
に
売
出
し

益
の
あ
る
殖
産
興
業
を
行
う
よ
う
奨
励
し
、
藩
財
政
窮
乏
の
時
に
も
拘
ら
ず
、
介
右
し
必

要
な
ら
ば
藩
か
ら
袖
助
を
出
す
と
ま
で
云
つ
て
い
る
の
で
あ
る
（
資
料
二
）
。

か
藩
の
専
売
制
を
行
っ
て
慢
性
化
し
た
藩
財
政
の
窮
乏
を
補
う
べ
き
も
の
を
発
見
し
よ

う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
財
政
危
機
打
開
の
た
め
に
は
、
生
産
物

地
代
の
確
保
の
み
に
た
よ
ら
ず
、
他
に
藩
自
身
が
商
品
生
産
を
行
っ
て
財
政
収
人
の
道

を
得
よ
う
と
す
る
努
力
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
佐
嘉
藩
が
陶
器
製
造
業
を
藩
の
独
占

企
業
と
し
よ
う
と
し
た
の
も
こ
の
文
化
年
間
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

史
事
典
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た
が
、

そ
の
翌
年
か
ら
米
価
が
ド
＂
洛
し
、
利
益
金
ど
こ
ろ
か
年
々
の
不
足
分
は
筋
屋
の

新
出
銀
で
補
っ
た
た
め
に
、
借
銀
は
増
大
し
て
お
り
、

約
束
通
り
廻
米
を
送
ら
ね
ば
明
春
の
参
勤
の
費
用
の
借
銀
は
調
え
な
い
と
言
い
出
し
た

の
で
あ
る
。
郷
村
へ
の
救
米
と
大
阪
へ
の
廻
米
の
捻
出
に
万
策
尽
き
た
藩
で
は
遂
に
、

同
じ
十
二
月
「
役
々
御
手
当
米
加
米
其
外
諸
筋
共
に
増
部
引
減
少
被
仰
付
儀
ー
ー
候
近
年

御
手
当
米
を
初
弐
歩
滅
相
成
諸
役
難
渋
半
弥
ケ
上
右
之
通
ー
ー
而
者
猜
更
相
勤
り
兼
可
申

気
之
毒
千
万
二
候
得
共
」
と
の
べ
、
今
ま
で
も
手
当
米
・
役
米
・
定
飯
米
・
合
力
米
等

は
部
引
し
て
正
常
に
渡
し
て
い
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
更
に
こ
の
上
部
引
し
て
渡
す

こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
の
増
部
引
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

覚

'
-
、
御
手
当
米
是
迄
本
高
之
八
部
渡
二
候
処
今
又
壱
部
被
相
減
七
部
渡
二
被
仰
付
候
文

一
、
役
米
加
米
五
石
以
上
ハ
弐
部
七
合
股
二
候
処
弐
部
四
合
渡
二
被
仰
付
候
事

一
、
役
米
加
米
御
合
力
米
[
几
石
以
下
者
四
分
半
渡
二
候
処
四
部
岐
被
仰
付
候
支

一
、
定
飯
米
同
飯
米
取
り
高
必
壱
部
相
減
JL
部
渡
／
軍
事

附
普
請
男
飯
米
も
同
断
之
変

一
、
御
合
力
銀
米
共
一
統
じ
部
政
之
支

一
、
諸
役
所
筆
紙
墨
渡
方
是
迄
之
御
定
前
心
壱
部
誡
根
据
之
[
,
J

戌
ト
ニ
月

そ
し
て
こ
れ
を
実
行
す
る
に
当
つ
て
「
各
も
猜
又
千
辛
万
苫
精
勤
於
有
之
者
紡
屋
も
訳

而
此
御
方
之
義
者
深
切
心
配
罷
在
義
二
候
」
と
の
べ
て
お
り
、
最
早
や
大
名
権
力
も
高

「
千
辛
万
苦
」
の
悲
惨
な
生
活
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

に
つ
い
て
も
同
月
、
乞
筈
の
銀
米
高
の
取
扱
、
筆
紙
悶
油
等
の
消
費
、
修
理
・
普
譜
の

深
菫
、
河
川
工
事
経
費
の
見
積
、
夫
丸
の
遣
方
の
吟
味
等
に
つ
い
て
経
費
節
減
の
方
法

を
よ
く
考
慮
す
る
よ
う
指
示
を
与
え
て
い
る
（
資
料
二
）
。
前
述
の
様
に
こ
の
文
化
十
一

領

主

の

財

政

に

関

す

る

一
資
料

（
以
上
何
れ
も
資
料
二
）
従
っ
て
こ
の
様
な
状
況
に
あ
っ
た
の
で
、

諸
役
所
の
諸
経
費
に

て、 利
貸
資
本
の
融
資
を
受
け
つ
づ
け
る
た
め
に
は
、

用
達
商
人
の
感
情
ま
で
気
に
か
け

四
七

の
度
合
・
状
況
其
他
に
よ
っ
て
実
態
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、

頃
の
佐
窟
藩
内
の
困
窮
状
況
は
、

こ
の
文
化
十
一
年
に
は
紡
屋
は

の
ま
ま
で
は
諸
人
難
渋
す
る
と
し
て

「
諸
色
乙
直
段
屹
度
引
下
ケ
相
当
之
致
売
方
候

年
は
大
凶
作
で
米
不
足
と
な
っ
た
の
で
米
穀
の
他
領
へ
の
売
出
し
を
禁
じ
た
け
れ
と

「
間
二
者
抜
け
／
＼
連
出
」
す
も
の
が
あ
る
の
で
翌
十
二
年
正
月
に
は
一
肘
厳
し

く
取
締
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
（
資
料
＾
一
）
。

与
え
、

大
凶
作
は
当
然
物
価
に
も
大
き
な
影
孵
を

こ
の
煩
金
銀
米
の
直
段
が
非
常
に
高
く
な
り
、
諸
商
人
は
こ
の
高
価
を
理
由
に

諸
物
価
を
法
外
の
値
段
で
完
る
よ
う
に
な
っ
て
物
価
は
非
常
に
上
昇
し
て
い
た
。
そ
こ

で
佐
嘉
藩
で
は
藩
権
力
を
以
て
強
制
的
に
物
価
を
引
下
げ
た
け
れ
ど
も
効
果
な
く
、
諸

物
価
は
一
層
高
く
な
つ
て
い
る
。
文
化
十
二
年
十
二
月
に
な
っ
て
佐
嘉
藩
―
―
丸
請
役
所

は
、
諸
物
価
の
高
値
は
[
-
外
之
風
俗
に
も
相
懸
り
不
宜
」
と
い
い
歳
料
を
迎
え
て
こ

様
」
と
別
当
庄
屋
其
外
役
々
の
者
に
取
締
る
よ
う
軍
ね
て
命
じ
て
い
る
（
資
料
一
）
。

然

る
に
翌
文
化
十
三
年
九
月
に
は
又
々
凶
作
の
見
通
し
が
濃
く
な
り
、
藩
で
は
こ
の
年
の

大
阪
廻
米
の
確
保
を
は
か
る
た
め
、
佐
嘉
藩
内
三
家
の
公
務
料
や
急
銀
御
人
用
の
売
米

の
外
は
、
藩
持
米
の
頒
外
へ
の
津
出
し
を
禁
止
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
資
料
一
）
0

こ
の
よ
う
な
大
凶
作
に
よ
る
米
穀
の
不
足
・
諸
物
価
の
高
騰
は
、
藩
財
政
の
窮
乏
と
相

挨
つ
て
家
中
・
百
姓
共
に
生
活
困
窮
に
追
込
む
こ
と
に
な
り
、
貧
困
者
の
続
出
が
非
常

に
目
立
つ
て
来
た
。
藩
で
は
こ
れ
を
救
済
す
る
た
め
同
月
「
飢
饉
御
救
用
御
備
米
御
仕

法
」
と
云
う
の
を
作
っ
て
い
る
（
資
料
二
）
。
こ
れ
は
藩
に
救
助
米
を
貯
え
て
お
き
、

こ

れ
を
月
壱
部
の
増
米
の
割
合
で
困
窮
者
に
貸
付
け
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

に
迫
候
鉢
之
も
の
共
」
が
あ
る
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
藩
内
各
支
藩
私
領
で
御
救
米
と

云
う
の
を
出
し
て
い
た
が
、

「
御
領
内
郷
村
貧
窮
之
者
多
間
二
者
濯
を
倒
し
飢
寒

そ
の
貸
出
の
条
件
、
石
高
等
に
つ
い
て
は
、
郷
村
の
難
渋

返
却
方
法
に
つ
い
て
も

「
年
賦
又
者
部
通
返
上
或
者
出
捨
御
猶
余
」
等
と
永
年
の
郷
村
と
の
取
引
と
か
種
々
の
因
~

関
係
に
左
右
さ
れ
て
不
公
平
が
あ
っ
た
り
し
た
。
そ
こ
で
佐
嘉
藩
で
は
こ
の
年
十
一
月

も、



然
時
者
反
的
御
公
務
方
差
支
佃
等
之
御
無
興
故
出
来
哉
も
難
斗
誠
以
諸
方
土
崩
瓦
解
之
努
相
顕
去

与
者
寒
心
恐
佃
不
過
'
/
j

と
言
っ
て
お
り
、

こ
こ
で
遂
に
最
後
の
手
段
と
し
て
家
中
の
切
米
に
つ
い
て

大
阪
表
刷
件
之
詰
り
合
二
而
可
也
二
も
御
廻
米
佃
之
而
不
相
叶
付
分
御
米
操
出
来
兼
二
付
当
秋
之

こ
の
頃
の
藩
の
苦
し
い
宣
場
を

政
上
の
危
板
に
あ
っ
た
か
は

十
日
に
、
今
ま
で
貸
出
し
た
救
米
は
こ
の
秋
か
ら
一
律
に
弐
拾
ケ
年
賦
で
取
立
て
る
よ

（
資
料
一
）

上
述
の
様
に
藩
で
は
何
度
も
御
仕
糾
を
立
て
た
り
、
種
々
の
其
場
凌
ぎ
の
政
策
を
と

つ
て
ど
う
に
か
や
つ
て
来
た
け
れ
ど
も
、
文
化
四
年
八
月
に
な
っ
て
又
々
参
観
交
替
の

費
用
の
捻
出
に
困
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
仕
方
な
く
又
も
「
御
頷
中
一
統
人

別
に
定
銀
四
匁
ヅ
ツ
被
相
掛
候
ー
と
藩
内
か
ら
定
銀
四
匁
つ
つ
の
人
別
銀
徴
収
を
行
っ

た
の
で
あ
る
（
資
料
一
ご
。

佐
嘉
藩
内
の
財
政
窮
之
が
慢
件
化
し
て
い
る
と
は
い
い
な
か
ら
、

文
化
十
四
年
十
月
廿
日
の
次
の
触
讃
（
資
料
二
）
を
見

る
こ
と
に
よ
っ
て
う
か
が
う
事
が
出
来
る
。
即
ち
こ
れ
ま
で
藩
で
は
上
述
の
通
り
い
ろ

い
ろ
と
窮
之
打
開
の
た
め
努
力
を
行
っ
て
米
た
の
で
あ
っ
た
が
、

銘
屋
か
ら
伯
り
た
借
財
が
「
釣
屋
新
出
を
以
押
L
相
整
此
七
八
ケ
年
之
間
同
人
調
銀
既

に
一
―
一
千
貰
且
に
も
相
及
候
」
と
再
つ
て
い
る
様
に
、
文
化
八
年
銀
1

一
千
貫
で
あ
っ
た
鈎

屋
か
ら
の
借
財
が
既
に
一
．
一
千
貫
に
も
達
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
而
も

大
阪
表
取
引
筋
年
々
不
足
打
玉
到
去
秋
当
呑
二
大
搬
之
御
明
目
二
相
成
登
銀
前
既
二
千
員
目
二
も

相
及
殊
二
当
臭
場
米
買
人
を
以
差
登
候
処
到
面
米
性
悪
敷
有
之
た
る
由
将
又
去
秋
己
来
銹
座
借
下

船
積
込
段
々
大
延
引
数
グ
月
為
致
滞
船
其
上
一
艘
皿
者
当
春
中
津
着
岸
之
儘
今
以
積
出
不
致
出
来

芳
不
埓
不
取
斗
之
次
第
筋
屋
二
も
甚
相
墳
り
罷
在
候

と
予
想
外
の
手
違
い
ば
か
り
重
り
、
借
金
先
の
商
人
筋
屋
の
気
嫌
を
損
ね
た
り
し
て
、

う
に
命
じ
て
い
る
。

領

主

の

財

政

に

関

す

る

資

料

い
か
に
深
刻
な
財

こ
の
頃
既
に
大
阪
の

と
大
阪
へ
の
廻
米
の
米
繰
り
が
つ
か
ぬ
た
め
、
壱
部
だ
け
渡
し
て
そ
の
余
は
借
上
げ
と

云
う
極
端
な
非
常
手
段
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
羽
目
に
追
込
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

う
す
る
以
上
は
家
中
の
困
窮
は
勿
論
覚
悟
の
上
で
あ
っ
た
が
、

考
え
つ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
家
中
の
動
揺
を
押
え
る
た
め
、
決
し
て
こ
の

ま
ま
に
す
ま
す
の
で
は
な
く
、
段
々
と
指
繰
を
し
て
、
元
通
り
に
渡
す
か
ら
と
断
わ
っ

（
資
料
二
）

以
上
の
文
化
年
間
の
諸
種
の
触
害
に
よ
っ
て
見
て
来
た
通
り
、
佐
嘉
藩
と
し
て
は
、

財
政
破
綻
を
さ
け
る
た
め
に
、
或
は
何
回
か
財
政
建
直
し
の
た
め
に
御
仕
組
を
立
て
、

或
は
質
素
倹
約
を
命
じ
て
凶
作
に
備
え
、
或
は
諸
手
当
米
の
部
引
渡
、
或
は
人
別
銭
の

賦
課
・
救
助
米
の
制
の
整
備
・
諸
物
価
の
統
制
●
殖
産
興
業
等
、
最
後
に
は
家
中
の
切

米
の
借
揚
げ
を
行
っ
て
ま
で
急
場
を
凌
ぐ
等
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
来
た
有
様
は
全

く
涙
ぐ
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
然
し
こ
の
様
な
一
時
凌
ぎ
の
手
段
を
以
て
し
て
は
、

領
主
財
政
の
瓦
解
へ
の
流
れ
は
叩
_
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
文
化
十
四
年
に
は
財
政
の
困
窮
か
ら
参
親
交
替
が
日
延
ぺ
さ
れ
、
翌
文
政
元
年

に
は
大
旱
魃
、
文
政
二
年
に
は
江
戸
桜
田
の
鍋
島
屋
敷
の
類
焼
等
を
経
て
藩
財
政
益
々

窮
乏
し
、
遂
に
文
政
四
年
に
は
大
阪
よ
り
の
借
銀
方
破
綻
し
、
同
六
年
に
は
財
政
再
建

へ
の
努
力
も
そ
の
甲
斐
な
き
為
藩
の
承
臣
述
は
辞
職
を
願
出
て
い
る
。
同
八
年
に
な
る

と
遂
に
藩
主
の
内
邸
の
財
政
が
破
綻
し
、
有
田
権
之
允
・
納
富
十
右
衛
門
の
家
来
が
切

腹
す
る
と
云
う
様
な
事
態
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
の
で
あ
る
C

又
文
政
十
年
に
は
献
金

勧
誤
所
を
設
け
て
家
臣
の
献
金
の
勧
誘
を
行
っ
て
い
る
。
藩
財
政
窮
乏
に
よ
る
文
政
年

間
の
米
筈
・
金
銀
預
等
の
紙
幣
・
米
切
手
の
乱
発
は
、
藩
の
こ
の
交
換
率
取
締
の
幾
多

の
触
害
（
佐
嘉
藤
諸
逹
並
触
達
I
i
)
に
も
拘
ら
ず
、

t
 

層
拍
車
を
か
け
て
い
た
の
で
あ
る
e

て
い
る
の
で
あ
る
。

処
壱
部
丈
被
相
渡
其
余
ぐ
被
御
惜
楊
儀
二
候

こ
の
様
な
財
政
破
綻
へ
の
傾
向
に

四
八

こ
れ
以
外
に
は
方
法
も



そ
し
て
天
保
年
間
に
入
っ
て
本
藩
内
に
か
の
均
田
制
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ

以
上
見
て
来
た
様
な
文
化
年
間
に
藩
財
政
窮
之
に
対
し
て
行
っ
た
一
辿
の
政
策
は
、

幕
府
に
於
て
も
他
の
諸
藩
に
於
て
も
同
じ
様
に
行
っ
た
類
型
的
・
常
在
的
な
政
策
に
は

違
い
な
い
が
、
そ
の
窮
乏
に
追
込
ま
れ
た
原
因
に
つ
い
て
は
、

総
知
行
高
三
十
五
万
七
千
石
の
う
ち
、
多
数
の
支
藩
私
領
に
分
割
配
分
し
た
地
方
知
行

制
に
よ
り
本
藩
の
勝
手
元
に
残
っ
た
も
の
が
約
七
万
石
位
し
か
な
か
っ
た
こ
と
（
世
界

歴
史
事
典
8
佐
賀
藩
、

五
輯
鍋
島
家
、
其
他
）

歴
史
学
研
究
一
几
八
藤
野
保
氏
「
佐
嘉
藩
に
お
け
る
知
行
地
の
存
在
形
態
」

第
二
表
）
及
び
こ
の
藩
が
他
藩
同
様
参
毀
交
替
を
行
っ
た
他
に
、
鍋
島
勝
茂
の
時
、
寛
永

十
九
年
三
月
以
降
長
崎
湊
口
警
備
の
任
を
背
白
わ
さ
れ
た
こ
と

の
二
つ
が
こ
の
藩
の
最
も
特
色
あ
る
原
内
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ

以
上
述
べ
て
来
た
様
な
佐
嘉
藩
内
の
財
政
破
綻
へ
の
時
流
の
中
に
あ
っ
て
、
佐
嘉
本

財
政
立
直
し
の
為
の
「
御
仕
組
帳
」
な
る
も
も
の
が
作
ら
れ
、

と
非
常
な
努
力
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

「
以
麟
犀
翡
鱈
御
勝
手
ガ
御
仕
組
帳
」
な
の
で
あ
る
。

さ
れ
失
敗
し
た
藩
財
政
建
匝
し
の
御
仕
組
中
の
―
つ
で
あ
る
。
所
が
こ
の
計
両
書
に
よ

つ
て
は
か
ら
ず
も
年
貞
と
し
て
百
姓
か
ら
領
主
に
取
立
て
ら
れ
た
地
米
が
、
ど
の
様
に

領
主
の
財
政
と
し
て
消
費
さ
れ
た
か
を
知
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
御
仕
組
帳
」
が
作
ら
れ
た
前
年
即
ち
文
政
元
年
は
、
佐
嘉
藩
領
内
一
帯
が
大

干
魃
で
あ
っ
た
年
で
、
其
の
上
多
久
領
で
は
同
年
の
「
御
勝
手
方
日
記
」
に
よ
る
と
、

領

主

の

財

政

に

関

す

る

一
資
料 そ

の
一
っ
が
こ
こ
に
掲
げ
よ
う
と
す
る

従
っ
て
こ
れ
は
何
度
も
計
画

藩
が
そ
の
喰
止
め
の
た
め
に
出
し
た
指
令
に
基
づ
き
、

各
支
藩
私
領
で
は
そ
の
都
度

（
二
）

る。
う
や
く
財
政
を
持
ち
直
す
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
藩
の
場
合
に
は
、

（
寛
政
軍
修
諸
家
譜
第

そ
れ
を
実
行
し
よ
う

四
九

八
月
七
日
か
ら
同
九
日
迄
の
大
雨
で
洪
水
と
な
り
、
そ
の
被
害
状
況
は

小

城

郡

一
、
川
十
井
切
渡
白
ケ
所
余
凡
間
数
千
弐
百
間
余

一
、
落
橋
六
ケ
所

一
、
泥
下
抜
又
洗
剥
二
相
成
及
損
毛
候
田
数
凡
ヒ
拾
丁
余

一
、
栗
元
而
麦
木
残
右
同
畝
方
凡
拾
五
丁
余

嶋

杵

郡

一
、
汐
士
井
切
渡
拾
五
ケ
所
間
数
凡
百
三
拾
間
余

一
、
河
士
井
切
渡
七
ケ
所
間
数
凡
三
拾
間

一
、
落
橋
五
ケ
所

一
、
洗
剥
泥
下
＿
＿
相
成
及
損
毛
候
田
凡
三
拾
丁
余

一
、
栗
．
JG
而
麦
木
残
右
同
畝
方
凡
三
丁
余

と
報
告
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
結
呆
は
地
米
の
収
穫
に
も
相
当
の
影
響
を
及
ぽ
し
た
と
思

わ
れ
る
。
今
こ
の
年
の
蔵
人
方
の
落
米
と
翌
年
の
落
米
と
を
比
べ
て
見
る
と
、

（
第
二
表
）

,

9
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ー、

i

_

，
1

,

＇

，

ー

9

,

＇
_
_
 

:

,

＇

，

9
 

年
代
一
文
政
元
年
(
-
八
了
八
）
一
文
政
二
年
(
-
八
―

J
L
)
-

面
手
方
御
仕
組
帖
一

資

料

脊

御

物

成

/

帖

、

.

_

1

9

,

9

1

,

＇

’

,

．

,

＇

1

1

石

介
落
米
六
九
七

•
-
0
0

ー
ニ
四
一
し
一
八
・
九
六
七
―
―
―
―
―
―
-

秋
落
米
四
三
八
・
一
八
ヒ
六
九
―
二
六

0
•
六
七
八
七
八
一

-

/

落

米

＿

ー

ニ

五

・

ニ

八

八

0
三一

-
0
七
九
・
六
四
六
―
―

9

,

'

,

'

ー

，

と
な
っ
て
い
て
、
洪
水
の
あ
っ
た
文
政
元
年
の
方
が
落
米
は
湘
か
に
約
五
十
六
石
も
多

か
っ
た
訳
で
あ
る
。
文
政
元
年
の
こ
の
様
な
地
米
の
減
収
に
加
え
て
、
「
以
聾
彗

眸
呵
麿
日
記
」
の
文
政
二
年
九
月
二
十
二
日
の
条
に

去
々
秋
御
参
動
之
大
御
不
例
―
―
付
被
滸
御
滞
叩
候
処
御
療
養
方
其
外
渦
分
之
御
入
用
二
而
地
行
之

上
何
分
調
滓
等
相
序
侯
訳
を
以
去
秋
力
献
金
被
相
懸
当
秋
之
儀
右
之
割
合
部
掛
段
取
を
以
差
上
高



頒

t
の

財

政

に

関

す

る

定
銀
八
拾
八
貫
目
左
出
載
之
通
差
上
二
相
成
候
椋
於
相
紐
方
御
頭
人
御
闘
面
二
相
/
サ
条
此
段
筋

々
可
被
相
逹
候

一
、
御
親
類
御
家
老
監
物
迄
石
二
付
定
銀
JL
分一
1

哩

一
、
千
石
以
下
弐
百
石
迄
右
二
付
定
銀
八
分

一
、
弐
百
石
以
下
丘
拾
石
迄
石
二
付
定
銀
五
分
三
厘

一
、
丘
拾
石
以
下
そ
拾
石
迄
石
二
付
定
国
壱
分
八
尼

一
、
竺
拾
石
以
下
弐
拾
石
迄
石
二
付
定
銀
JL
厘

一
、
弐
拾
石
以
下
侍
手
明
鎚
迄
石
二
付
定
銀
匹
厘
四
毛

一
、
御
棒
祈
御
歩
行
諸
載
人
大
工
棟
戊
足
軽
小
心
只
徊
船
手
迄
石
二
付
定
銀
四
犀
四
毛

卯

九

几

御

蔵

方

と
あ
っ
て
、
佐
嘉
藩
主
鍋
島
吝
直
文
化
十
四
年
江
戸
へ
参
勤
し
た
時
病
気
と
な
り
、
療

養
費
其
外
に
非
常
な
出
費
を
な
し
、
尉
政
が
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
た
め
、
文
以
元
年
か
ら

多
久
領
へ
も
上
述
の
通
り
献
金
が
か
か
つ
て
来
た
こ
と
が
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
所
が

同
日
記
に
よ
れ
ば
十
月
JL
日
に
は
例
年
か
け
ら
れ
て
い
る
御
馳
走
米
が
伍
の
通
り
か
け

ら
れ
て
来
た
。当

秋
御
馳
走
米
割
合
左
之
通

一
、
御
親
類
個
家
老
盈
物
殴
迄
（
暉

□贔
部

一
、
千
石
以
下
；
白
石
迄
（
疇
闘
い
事
腎
謬
タ

一
、
三
白
石
以
下
弐
百
石
E
J
s

（
麟
げ
試
崎
合

一
、
式
百
石
以
下
白
五
拾
石
迄
（
闘
闘
臼
謡
賛

ム
、
百
冗
拾
石
以
卜
百
皇
（
賃
鰐
“
部

.
、
百
石
汐
五
拾
石
之
間
（
闘
畠
部
＇
ハ
合

言

五

合

休
息
者
壱
部
丘
合

く
五
拾
石

（
動
者
合

休
畠
者

L
合
八
夕

一
、
五
拾
石
以
下
丘
炉
石
迄

一
、
べ
拾
石
以
下
勤
休
息
熊
八
夕
六
札

一
、
人
拾
石
以
下
拾
斤
石
迄
手
明
鑓

効
休
息
無
八
夕

一

資

料

一
、
拾
在
石
以
下
手
明
鑓
勤
休
息
無
五
タ
ニ
札

一
、
御
歩
行
新
歩
行
右
者
四
勺
六
札

ー
、
三
拾
れ
以
下
拾
丘
石
迄
諸
職
人
大
工
棟
梁
御
船
頭
右
者
七
タ
ー
一
札

一
、
拾
丘
石
以
下
諸
識
人
大
工
棟
梁
五
石
五
斗
足
軽
小
道
具
御
船
手
迄
右
共
四
夕
六
札

一
、
幼
少
長
病
丘
拾
石
以
下
休
息
御
馳
走
米
之
上
半
部
増
指
上
候
事

こ
の
御
馳
上
米
は
佐
嘉
本
藩
の
御
勝
手
方
に
納
め
る
馳
走
米
で
あ
り
、
本
藩
の
経
済
を

維
持
す
る
に
必
要
な
も
の
で
こ
れ
を
怠
る
わ
け
に
ゆ
か
な
い
基
本
的
な
負
担
米
で
あ
る

（
げ
史
学
研
児
―

JL
八
篠
野
保
氏
「
佐
賀
緒
に
お
け
る
知
行
地
の
存
府
形
態
」
ニ
ニ
頁
註
19)
。

然
し
本
藩
か
ら
命
じ
て
く
る
御
馳
走
米
の
賦
課
率
は
年
に
よ
っ
て
多
少
変
化
し
て
い
た

そ
し
て
こ
の
宇
は
兎
に
角
知
行
す
る
地
米
高
に
対
し
て
賦
課
さ
れ
た
も
の
に
は
違
い
な

い
か
、
仕
し
て
正
確
に
は
利
を
基
準
と
し
て
い
た
か
は
後
述
の
如
く
疑
問
か
あ
る
。

こ
の
様
に
家
臣
に
と
つ
て
は
毎
年
か
か
つ
て
来
る
領

t
に
対
す
る
出
米
（
後
述
の
如

く
こ
の
年
は
知
汀
高
切
米
凶
の
七
部
半
）
の
他
に
献
金
・
御
馳
走
米
の
た
め
に
そ
の
生
活
も

非
常
に
苫
し
く
な
っ
て
い
て
、
八
方
借
財
に
腐
心
し
て
い
た
だ
ろ
う
れ
も
想
像
に
難
く

な
い
。
即
ち
け
日
記
の
十
月
二
十
二
日
の
条
に
は
、

一
、
犬
塚
半
左
衛
凹
儀
近
年
内
訓
方
差
支
諸
色
上
筋
差
明
候
付
他
借
等
之
法
弁
被
仕
候
得
共
一
向

不
粗
叶
旨
依
之
容
易
二
帷
被
相
願
供
得
共
半
左
術
門
知
行
之
内
壱
わ
式
斗
分
を
野
口
太
郎
兵
衛

御
扶
持
米
rnl
石
数
と
怜
合
之
儀
内
証
双
力
申
淡
別
祇
を
以
被
祖
誼
候
右
容
易
二
帷
被
指
免
候
得

共
内
証
及
逼
迫
諸
色
上
指
明
居
右
替
合
助
力
を
以
被
相
納
候
節
者
前
jjも
彼
指
免
佼
類
例
有
之

仮
得
者
加
之
通
右
替
ヘ
ロ
可
指
免
款
被
相
伺
候
処
其
遥
被
仰
出
候
事

と
い
う
記
録
か
出
て
い
て
、
家
臣
の
家
計
の
困
窮
を
理
由
に
平
索
に
於
て
は
昨
さ
れ
な

か
っ
た
家
臣
の
間
で
の
知
行
取
と
扶
持
米
取
の
闇
の
一
部
俸
禄
の
交
換
が
紆
さ
れ
て
い

る
の
を
見
て
も
、
よ
く
そ
の
窮
乏
の
状
況
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
麟
〗
噂
判
御
勝
手
方
御
仕
組
控
帳
」
は
こ
の
様
な
行
詰
っ
た
社
会
的
背
景
の

巾
に
あ
っ
て
、
本
湛
の
指
令
に
も
と
ず
き
多
久
領
内
財
政
立
直
し
の
為
に
、
三
ケ
年
計

h
o
 



画
を
立
て
た
も
の
で
あ
つ
て
、
文
政
二
年
の
多
久
領
内
に
於
け
る
総
借
銀
高
銀
百
拾
四

貫
五
百
五
拾
九
匁
壱
分
七
厘
の
内
、

こ
の
年
の
支
払
不
足
高
が
六
拾
四
貫
四
百
八
拾
三

匁
五
厘
で
あ
る
の
を
、
そ
の
翌
年
に
は
五
拾
四
貫
百
七
拾
壱
匁
六
分
七
厘
に
減
ら
し
、
三

年
目
に
は
三
拾
九
貫
四
百
九
拾
四
匁
九
分
六
厘
に
減
少
さ
せ
る
計
画
を
以
て
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
帳
面
に
は
、
其
歳
の
間
に
使
用
す
べ
き
石
高
及
び
そ
の

使
途
を
克
明
に
記
入
し
て
あ
る
の
で
、

と
し
て
如
何
に
使
用
さ
れ
た
か
、

そ
の
梗
概
を
知
る
事
が
出
来
る
。
然
し
こ
れ
は
あ
く

ま
で
計
画
案
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
全
部
が
こ
の
通
り
に
実
行
出
来
た
訳
で
は
な
い
。

又
こ
の
計
画
通
り
寸
分
違
わ
ず
行
か
せ
る
の
も
不
可
能
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

呆
し
て
こ
の
計
画
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け
の
効
果
が
あ
っ
た
か
は
分
ら
な
い
。
然
し
思
わ

ぬ
出
費
が
掛
つ
て
来
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
叶
画
と
喰
違
っ
た
所
は
、
朱
筆
を
以
て
実

際
に
使
用
し
た
額
が
横
に
添
加
記
入
し
て
あ
る
の
に
よ
っ
て
分
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

こ
の
地
米
消
費
の
内
訳
を
表
に
あ
ら
わ
し
て
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
尚
朱
筆
を
以

て
書
添
え
ら
れ
た
計
画
通
り
で
な
か
っ
た
分
に
つ
い
て
の
石
高
、
銀
高
は
こ
の
表
で
は

あ
る
の
を
、

）
の
中
に
害
加
え
て
漑
い
た
。
資
料
の
原
本
で
は
害
下
し
に
し
て

こ
の
表
で
は
そ
の
順
序
の
ま
ま
、
収
入
を
上
段
に
、
支
出
の
部
分
は
下
段

最
初
に
出
て
い
る
六
五
八
七
石
云
々
は
、
文
政
二
年
に
於
け
る
蔵
入
方
の
収
納

f
定

地
米
で
あ
っ
て
、
先
に
か
か
げ
た
第
一
表
の
弘
化
三
年
の
六
三

0
二
石
云
々
に
相
当
す

る
も
の
で
あ
り
、
前
掲
論
文
の
九
三
頁
の
表
で
い
え
ば
嘉
永
三
年
の
各
村
総
計
の
予
定

地
米
六
五
四
九
石
云
々
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
年
の
収
納
予
定
地
米

①
う
ち
か
ら
春
六
月
に
田
に
植
付
け
た
状
況
に
応
じ
て
免
ぜ
ら
れ
る
計
画
で
あ
っ
た
春

落
米
（
こ
れ
は
毎
年
春
六
月
に
作
成
さ
れ
る
「
春
御
本
方
田
畑
店
附
目
安
」
と
い
う
帖
面
に
か
4

れ

領

主

の

財

政

に

閑

す

る

一

資

料

線
で
区
切
っ
た
。
即
ち
第
三
表
が
こ
れ
で
あ
る
。

に
書
き
分
け
、
決
算
し
た
所
を
縦
線
で
区
切
り
、

備
考
の
欄
に
（

一
部
決
算
の
所
は
夫
々
に
応
じ
た
縦

こ
れ
に
よ
っ
て
収
納
さ
れ
た
地
米
が
藩
の
財
政

＜ ヽ

丘

代
官
所
は
そ
れ
以
前
か
ら
置
か
れ
て
い
た
。

即
ち
宝
暦
十
一
年
九
月
の
触
書

ど
ち
ら
が
妥
当

「
鍋
島
疸
正
公
伝
」
小
野
武
夫
氏
の
「
旧
佐
賀
藩
均
田
制
度
」
に
は
天
保

治
に
当
ら
し
む
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
中
略
）
犬
保
後
の
代
官
所
は
皿
山
・
諌
早
•
横

「
小
城
郡
誌
」
七
一
二
頁
に
よ

こ
の
頃
佐
嘉
藩
内
に
は
代
官
が
六
ケ
所
に
懺
か
れ
て
い

う
の
は
、

口
米
と
は
一
般
に
代
官
役
所
の
財
政
を
維
持
す
る
た
め
の
税
米
を
い
う
が

）
内
の
三
六

0
石
云
々
が
実
際
に
こ

の
表
で
は
備
考
欄
の
（

）
内
に
書
か
れ
て
い
る
七
一
八
石
云
々
が
実
際
に
免
ぜ
ら

て
い
る
各
村
毎
に
免
ぜ
ら
れ
る
落
米
の
総
計
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
）

石
云
々
で
あ
る
。
然
し
こ
の
帳
面
は
先
に
も
述
べ
た
様
に
三
年
計
画
の
予
定
表
な
の
で

実
際
に
こ
の
年
か
け
ら
れ
た
春
落
米
は
原
本
に
朱
筆
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
、
即
ち
こ

れ
た
各
村
の
春
落
米
の
総
計
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
秋
の
収
穫
量
に
従
つ
て
免
ぜ

ら
れ
る
秋
落
米
の
叶
画
量
（
こ
れ
は
毎
年
十
二
月
に
作
成
さ
れ
る
「
経
物
成
／
帳
」
と
い
う
帳

面
に
か
4

れ
て
い
る
各
村
毎
に
免
ぜ
ら
る
ぺ
き
落
米
の
総
叶
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
）
が
第
四

行
の
五
三

0
石
云
々
で
あ
る
。
そ
の
下
の
（

の
年
免
ぜ
ら
れ
た
蔵
入
方
の
秋
落
米
の
総
汁
で
あ
る
。
次
に
第
七
行
の
六
ノ
ロ
米
と
言

（
日
本
経
済
史
辞
典
口
米
の
項
）
、

た
ら
し
い
の
で
そ
の
六
ケ
所
の
代
官
役
所
の
維
持
に
当
て
る
と
云
う
名
目
で
取
り
立
て

た
税
米
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
代
官
所
の
数
に
つ
い
て
は
、

が
第
三
行
の
七
四
九

る
と
「
佐
賀
の
本
藩
で
は
享
和
元
年
大
庄
屋
を
廃
し
村
方
在
住
の
代
官
所
を
お
い
て
民

辺
田
・
上
佐
賀
・
市
武
・
川
副
の
六
ケ
所
で
あ
っ
た
。
」
と
言
っ
て
お
り
、

地
改
革
史
」

以
後
上
佐
賀
・
与
賀
・
神
崎
・
三
根
養
父
・
白
石
・
横
辺
田
・
皿
山
の
七
ケ
所
と
い
つ

て
い
る
よ
う
で
（
歴
史
学
研
究
一
九
八
藤
野
保
氏
前
掲
論
文
二
六
頁
註
1
)
、

「
佐
賀
県
農

で
あ
る
か
は
別
と
し
て
文
政
二
年
の
第
三
表
の
「
六
ノ
ロ
米
」
と
あ
る
の
は
恐
ら
く
こ

の
頃
の
代
官
所
の
数
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
或
は
単
に
諸
種
の
口
米

が
六
種
類
あ
っ
て
、

こ
れ
を
統
一
し
て
六
ノ
ロ
米
と
称
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
又
享

保
元
年
に
本
藩
に
於
て
大
庄
屋
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
代
官
所
が
置
か
れ
た
の
で
は
な



も
の
か
、

（
祁
略
）｛
玉
暦
十
一
年
巳
几
月
朔
El

本
府
鍋
島
両
山
内
上
佐
茄
上
下

中
佐
沿
．
ど
恨
養
父

与
賀
上
下
は
衿
祁

神
崎
秘
瀬
祁

日
石
四
郷

JII
副
；
゜
一
郷

諌
早
七
浦
新
屯
睛
気

横
辺

iflllt月
頃
有
田
橋
下
叱

そ
の
次
の
行
の
見
掛
米
と
．．
 
口
う
の
は
、

は
つ
き
り
と
し
た
内
容
は
分
ら
な
い
。
第
九

行
の
「
御
家
中
出
米
七
部
半
に

f
,
J
と
あ
る
四
四
―
~
七
白
云
々
と
ム
う
の
は
杞
分
方

（
知
行
取
）
の
家
臣
の
取
分
の
綜
合
地
米
（
第
一
表
で
い
え
ば
i

-

i

六
八
八
石
余
）
の
中
か
ら

こ
の
年
領
主
へ
出
米
す
べ
き
し
部
半
と
、
更
に
領
主
が
切
米
取
の
家
臣
へ
与
え
る
べ
き

総
計
ニ
ニ
―
二
八
石
余
（
一
＿
―
-
行
目
）
の
中
の
領
主
へ
の
出
米
七
部
平
と
を
合
せ
た
も
の

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
て
い
る
が
、

こ
の
社
符
で
罪
出
し
て
見
る
と
門
四
四
五
石
余
と
な
り
や
や
訴

い
石
高
と
な
る
。
こ
の
出
米
の
率
は
年
に
よ
っ
て
巽
つ
て
お
り
こ
の
時
は
七
部
半
と
な

こ
の
率
が
こ
の
御
仕
組
を
立
て
た
た
め
に
こ
の
様
に
多
く
賦
課
さ
れ
た

藩
財
政
窮
乏
の
た
め
に
こ
の
頃
は
こ
の
、
ヂ
が
慣
例
化
し
て
い
た
も
の
で
あ

る
か
又
は
領
七
負
担
の
御
馳
走
米
が
家
臣
の
出
米
の
上
に
転
稼
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か

は
更
に
研
究
を
要
す
る
が
、
火
明
六
年
の
「
茂
隣
公
御
代
仰
出
之
廉
こ
井
吟
味
之
上
被

相
極
候
一
通
控
」
の
中
で
、
新
し
く
録
高
の
加
増
・
加
米
を
受
け
又
は
切
米
を
地
方
に

切
換
え
ら
れ
た
者
の
領
主
に
対
す
る
御
礼
進
上
物
の
取
納
方
を
定
め
た
規
定
の
中
に

五
部
以
上
出
米
之
節
は
、
屹
金
Jr
浪
之
拝
祓
目
録
相
幣
仕
部
之
下
出
米
年
ハ
金
伺
程
与
濤
叔
可
相

と
な
っ
て
い
る
。

ご
佐
嘉
灌
諸
採
」
枇
内
定

IL
州
文
化
史
研
究
所
~
t
が
）
に
よ
る
と
次
の
通
八
ヶ
浙
あ
る
。

領

主

の

財

政

に

関

す

る

．
資
料

代八代代代代 f心代御

黒

官 l'i,、自＇官官 '1:i 『f官日J

と
あ
り
五
祁
以
上
出
米
の
年
と
五
祁
以
下
出
米
の
年
と
は
、
御
礼
進
上
の
仕
方
が
巽
つ

て
お
り
｀
出
米
の
率
ば
地
米
の
五
祁
が
出
来
に
対
す
る
考
の
一
応
の
標
準
と
な
っ
て
い

た
と
若
え
ら
れ
る
。

十
二
行
目
に
御
馳
走
米
が
一
二
九
九

0
石
余
あ
り
、
こ
れ
が
四
祁
に

f
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
御
馳
走
米
の
賦
課
さ
れ
た
元
高
を
算
出
す
る
と
九
九
七
六
石
余
と
な
り
、

こ
の

高
に
対
し
て
四
祁
の
御
馳
走
米
が
か
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
然
し
こ
の
ぢ
向
が
＋
行
目

の
九
八
四
四
行
と
大
分
相
違
が
あ
る
の
で
、
蔵
入
方
実
収
地
米
高
と
家
中
出
米
高
と
を

し
て
賦
課
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
最
も
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
第
一
表
に
掲
げ

た
弘
化
三
年
の
表
に
よ
る
と
、
蔵
入
方
と
配
分
方
と
の
地
米
高
を
合
せ
る
と
九
九
九

0

石
余
と
な
り
、

こ
れ
が
最
も
近
い
よ
う
に
思
う
。
賦
課
率
が
四
部
に

i
と
な
つ
て
い
る

結
局
多
久
領
の
総
知
行
高
二
万
一
千
石
（
藤
野
保
氏
前
掲
論
文
第
二
表
）
の
こ
の
年
の

領

t
財
政
を
賄
う
実
収
入
は
九
千
八
百
四
四
石
余
と
な
り
、
そ
の
う
ち
四

0
％
即
ち
―
―
―

千
九
百
九
十
石
余
が
佐
嘉
本
藩
へ
御
醜
走
米
と
し
て
納
め
ら
れ
、
又
二
三
彩
二
千
二
百

三
十
八
石
余
が
切
米
取
の
俸
禄
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
実
収
入
の
二
八
彩
即
ち

二
千
八
百
二
十
二
石
余
が
頑
主
の
家
計
と
領
内
の
諸
政
を
賄
う
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
財
政
建
直
し
の
為
に
一
ニ
ケ
年
計
画
で
こ
の
御
仕
組
帳
を
こ
し
ら
え
た
上
ぱ
、
叶

画
し
た
数
字
通
り
に
実
行
す
る
よ
う
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
た
に
違
い
な
い
。
然
し
そ
れ

に
も
抱
ら
ず
こ
こ
に
掲
げ
た
表
を
ず
つ
と
見
て
行
く
と
思
わ
ぬ
経
費
が
か
さ
み
、
支
出

こ
の
表
に

面
に
於
て
殆
ん
ど
そ
の
大
部
分
が
計
画
の
数
字
を
遥
か
に
凌
駕
し
て
い
る
。

の
せ
ら
れ
て
い
る
部
分
は
第
一
年
目
の
汁
画
を
の
せ
て
あ
る
の
で
あ
る
が
、
第
二
年
策

で
、
こ
の
年
は
多
久
領
主
は
休
息
中
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

の
は
、

こ
の
年
十
月
九
日
の
本
藩
よ
り
の
指
令
（
本
章
に
前
掲
の
資
料
）
に
よ
る
も
の

合
せ
た
高
に
対
し
て
の
賦
課
で
は
な
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
何
に
対

調
内
延
凸
ど
二
年
寅
一
t

月
九
日
検
仰
出
俣

“i 



目
）
、
御
台
所
御
積
前
五
二
七
匁
が
四
貫
六

0
0匁
余
に

(JL
三
行
目
）
裏
小
困
方
渡
の

六
二
四
匁
が
十
二
貰
四
七
匁
に
増
加
し
て
い
る
↑
九
五
行
H
)
。

撃
と
な
っ
た
の
は
銀
方
の
総
出
費
が
九
七
貫
六
三
一
匁
と
計
画
し
て
い
た
の
に
、
佐
嘉

本
藩
へ
五
八
貫
一
三
五
匁
も
多
く
献
金
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
一

――
1
0行
目
）
。
前
述
し
た
よ
う
に
佐
嘉
本
藩
よ
り
献
金
八
拾
八
貰

H
を
命
令
し
て
来
た
の

が
こ
の
年
の
九
月
二
十
二
日
の
事
で
あ
り
、

献
金
が
銀
拾
九
貫
余
し
か
仕
組
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
(
-
五
JL
行
目
）
所
を
見
る
と
、

の
計
画
が
立
案
さ
れ
た
の
が
、
そ
れ
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
多
久
領
で
は
前
年
度
に
か

け
ら
れ
た
献
金
を
基
準
に
し
お
り
、

る。

一

資

料

難
で
あ
っ
た
か
は
銀
方
の
出
費
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
聞
は
つ
き
り
と
す
る
の
で
あ

そ
れ
は
御
納
戸
方
御
稜
前
の
銀
九
七
四
匁
の
計
画
が
四
貫
三
六
五
匁
に
（
九
二
行

こ
の
「
御
粉
手
方
御
仕
糾
船
」
に
は
こ
のこ

こ
の
年
は
こ
れ
程
か
か
つ
て
米
る
と
は
全
く

f
期

領

主

の

財

政

に

関

す

る

と
思
わ
ぬ
出
費
が
か
さ
ん
で
い
る
（
六
十
七
行
目
）
。

更
に
最
も
致
命
的
な
打

然
し
こ
の
計
画
が
如
何
に
実
行
困

三
年
の
部
分
を
見
て
も
丹
念
に
細
か
い
数
字
ま
で
計
算
し
て
一
々
書
き
つ
け
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
処
が
第
一
年
目
は
計
画
数
字
の
横
に
実
際
の
数
字
が
朱
書
し
て
あ
る
の

に
、
第
二
年
目
第
三
年
目
に
は
全
然
書
き
込
ま
れ
て
い
な
い
。
即
ち
折
角
三
年
計
画
で

財
政
の
建
て
直
し
を
策
し
た
に
も
抱
ら
ず
、

ら
ず
、
連
年
に
亘
る
大
損
毛
は
、

そ
れ
を
実
行
し
て
見
て
如
何
に
計
画
通
り

行
い
得
な
い
か
を
知
り
放
東
し
た
も
の
で
あ
る
と
断
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
即
ち
こ
の

予
算
計
画
は
、
手
当
米
●
役
米
・
定
飯
米
合
力
米
に
つ
い
て
は
前
節
の
文
化
十
一
年
十

二
月
の
触
逹
、
献
金
・
御
馳
走
米
に
つ
い
て
は
文
政
元
年
の
指
令
に
も
と
ず
い
て
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
多
久
領
で
は
こ
れ
を
忠
実
に
実
行
し
よ
う
と
努
力
し
た
に
も
拘

こ
の
表
の
四
九
行
目
に
あ
る
よ
う
に
、
三
百
十
三
石

余
の
計
画
以
外
の
諸
村
御
救
田
起
米
を
放
出
す
べ
く
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
然

し
尤
も
前
年
度
ま
で
に
放
出
さ
れ
た
分
は
三

0
七
石
余
が
取
納
め
ら
れ
て
い
る
(
-
四

二
行
目
）
。
こ
の
他
会
所
（
多
久
領
の
役
所
）
で
は
御
柏
井
料
米
七
三
石
余
が
一
六
七
石
余

分
る
C

Li. 

政
の
大
部
分
を
賄
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
り
、

又
巡
見
方
地
改
方
の
地
米
（
一
言
八

来
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
こ
の
計
画
遂
行
を
最
も
困
難
に
さ
せ
た
最
大
の

原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
多
久
領
の
み
の
財
政
窮
乏
の
上
に
更
に
本
藩
の

財
政
欠
乏
の
負
担
ま
で
が

f
期
出
来
な
い
程
に
か
ぷ
さ
つ
て
来
る
の
で
あ
る
。

一
年
限
り
で
こ
の
計
画
を
放
東
し
て
し
ま
っ
た
事
梢
を
考
え
る
時
、
最
早
や
領

t
の

財
政
は
如
何
な
る
計
画
を
以
て
し
て
も
食
仕
め
る
事
が
出
来
な
い
ど
た
ん
場
の
所
ま
で

以
上
の
表
に
よ
っ
て
蔵
人
Jj
配
分
力
の
地
米
は
御
勝
手
方
に
収
納
さ
れ
て
、
領
主
財

行
目
）
及
武
具
方
の
地
米
(
-
四
し
打
日
）
等
は
藩
財
政
を
賄
う
為
に
は
使
用
さ
れ
な
い

が
矢
脹
り
御
勝
手
方
に
収
納
さ
れ
領
じ
財
政
の
補
助
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
が

か
く
し
て
収
納
さ
れ
た
地
米
の
消
費
に
つ
い
て
そ
の
全
貌
を
つ
か
み
得
た
訳
で
あ
る

が
、
こ
こ
に
ま
だ
未
解
決
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
小
物
成
方
に
収
納
さ
れ
た

千
石
を
越
え
る
地
米
の
行
方
で
あ
る
。
こ
の
様
に
小
物
成
方
に
つ
い
て
は
そ
の
勘
定
は

弘
化
三
年
の
「
諸
村
麟
註
◎
方
石
寄
帳
」
か
ら
も
、
又
文
政
二
年
の
「
御
勝
手
方
御
仕

組
控
似
」
か
ら
も
除
外
さ
れ
て
い
て
、
小
物
成
方
よ
り
三
百
五
拾
石
の
御
勝
手
方
へ
の

加
勢
米
（
第
三
表
一
四
ふ
ハ
／
ntl)
の
他
は
令
く
そ
の
用
途
を
知
る
べ
き
資
料
が
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
処
が
党
政
二
年
の
「
御
小
物
成
方
役
所
控
」
の
十
月
の
所
を
見
る
と
、
御

小
物
成
ガ
銭
米
出
人
凡
積
弟
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

解
決
が
つ
く
の
で
あ
る
C

こ
れ
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の

こ
れ
は
後
に
よ
に
し
て
載
せ
る
が
、
何
故
に
か
く
小
物
成
方

の
み
が
会
壮
が
別
途
と
な
つ
て
居
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

こ
こ
に
考
え
合
さ
れ
る
こ
と
は

「
南
肥
秘
聞
」
に
載
せ
ら
れ
た
次
の
記
載
で
あ
る
。
こ
の
「
南
肥
秘
肥
」
と
い
う
の
は

天
保
―
―
一
年
頃
の
も
の
で
あ
っ
て
、
文
字
通
り
佐
嘉
藩
が
肥
後
熊
本
藩
に
於
け
る
行
政
組

織
を
秘
か
に
さ
ぐ
ら
せ
て
闘
き
褐
た
ド
を
止
口
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
記
載



に
減
少
し
て
い
る
。

て
見
る
こ
と
に
す
る
。
即
ち
第
四
表
が
こ
れ
で
あ
る
。

領

主

の

財

政

に

関

す

る

小

物

成

分

一
忠
利
公
御
代
よ
り
御
軍
用
之
御
貯
二
而
他
之
御
役
人
江
者
知
セ
不
申
候
様
堅
被
仰
付
居
候
処

堀
平
太
左
衛
門
勝
名
大
御
奉
行
被
仰
付
候
硼
迄
者
何
之
比
力
忽
二
相
成
候
哉
手
寄
々
々
願
二
よ

つ
て
拝
惜
も
容
易
二
成
行
又
者
御
本
方
御
不
足
二
付
追
々
余
斗
之
米
銀
払
替
二
相
成
剰
返
弁
も

相
滞
到
而
御
手
薄
有
之
候
付
平
太
左
衛
門
儀
厳
密
二
仕
法
相
立
候
事

一
、
小
物
成
方
者
御
本
方
物
成
之
外
従
前
之
納
リ
之
積
有
之
候
を
以
ふ
や
し
之
仕
法
も
以
前
£

段
々
有
之
御
軍
用
之
御
備
と
被
成
謹
候
御
郡
頭
有
之
候
時
£
其
局
者
御
奉
行
ー
一
附
属
す
る
と
い

へ
ど
も
金
銀
米
銭
之
事
者
御
奉
行
二
伺
候
積
[
大
御
奉
行
御
勝
手
方
上
軍
王
阻
二
相
伺
候
積
ニ

大
低
究
リ
有
之
候
不
慮
之
御
備
銀
高
御
青
印
奉
請
候
御
帖
者
御
郡
頭
当
時
者
右
御
聞
之
根
取
力

大
御
奉
行
御
勝
手
方
上
軍
之
外
者
相
軍
不
申
候
尤
御
勝
手
向
御
差
支
1

一
付
御
小
物
成
方
納
之
内

亨
和
三
年
£
四
千
五
百
御
本
方
二
引
渡
相
成
今
以
毎
歳
御
加
勢
二
相
成
引
戻
出
来
兼
申
候
事

一
、
御
米
銀
数
量
等
共
態
と
顕
し
不
申
候
事

と
あ
っ
て
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
は
、
少
く
と
も
熊
本
藩
の
場
合
に
は
こ
れ
が
軍
用
資
金

と
し
て
貯
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
佐
賀
本
藩
で
も
藩
祖
が
小
物
成
方
の
徴
収
銀
は

軍
用
金
と
す
る
こ
と
を
定
め
た
と
鍋
島
直
正
公
一
代
記
に
あ
り
、
又
鍋
島
直
正
は
長
崎

の
防
備
、
製
艦
等
に
要
し
た
巨
万
の
軍
用
金
は
小
物
成
方
の
貯
蓄
金
か
ら
支
出
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る
（
西
村
謙
三
、
鍋
島
直
正
公
一
代
記
）
財
政
窮
乏
の
時
代
が
来
れ
ば
、

の
莫
大
な
資
金
に
目
を
付
け
な
い
と
云
う
筈
が
な
く
、
何
時
の
間
に
か
こ
れ
が
使
用
さ

れ
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
多
久
家
の
場
合
に
於
て
も
会
計

が
別
途
に
な
っ
て
い
る
所
か
ら
見
て
恐
ら
く
こ
れ
を
ま
ね
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

で
は
次
に
寛
政
二
年
の
「
小
物
成
方
役
所
控
」
の
資
料
に
よ
っ
て
そ
の
使
途
を
表
に
し

こ
の
表
で
の
最
終
の
行
の
五

0
0石
の
御
本
方
へ
の
御
加
勢
米
と
言
う
の
は
、
二
十
九

年
後
の
文
政
二
年
の
御
勝
手
方
御
仕
組
帳
第
三
表
で
は
一
四
六
行
目
の
様
に
三
五

0
石

こ
ま
.
,
．
 

一

資

料

こ

”
弐
斗

”
壱
斗

”
壱
斗

”
壱
斗
五
升

”
志
汗

”
四
斗

”
弐
斗

”
壱
斗

米
五
石
四
斗

”
弐
石
七
斗

”
弐
石
七
斗

”
弐
石
七
斗

”
弐
石
七
斗

”
弐
石
七
斗

”
弐
石
七
斗

”
壱
石
七
斗

”
壱
石
七
斗

”
壱
石
七
斗

”
三
斗

（
表
紙
ウ
ハ
書
）

「
安
政
五
年
午
九
月

御
小
物
成
方
諸
役
料
米
帳
」

下
目
附

取
立
方
下
役

代
官
所
下
附

松
瀬
村
検
役

こ
の
表
の
う
ち
四
十
八
行
目
の
「
諸
役
料
米
御
積
帳
面
前
」
の
石
高
は
こ
の
寛
政
二
年

に
は
三
十
四
石
七
斗
五
升
で
あ
っ
た
の
が
、
ず
つ
と
後
の
安
政
五
年
に
は
二
十
九
石
四

斗
二
升
と
変
化
し
て
い
る
事
が
安
政
五
年
九
月
の
「
御
小
物
成
方
諸
役
料
米
帳
」
に
よ

つ
て
知
ら
れ
る
。
今
そ
の
諸
役
料
米
が
ど
の
様
に
分
配
使
用
さ
れ
た
か
を
理
解
す
る
た

め
に
次
に
そ
の
資
料
を
掲
げ
る
。
寛
政
二
年
に
於
て
も
そ
の
内
容
は
殊
ん
ど
変
り
が
な

い
と
思
う
。
農
村
支
配
機
構
を
知
る
一
端
と
も
な
る
の
で
原
文
の
ま
ま
掲
げ
る
。

花
祭
村
検
役

山
口
村
右
同
断

新
山
口
村
山
留
右
同

砥
川
村
山
留

羽
佐
間
村
山
留

西
原
村
右
同

東
ノ
原
村
右
同

大
崎
村
筈
役
山
留
兼

五
四

中

西

喜

平

次

鶴
田
十
郎
兵
衛

袋

新

左

衛

門

川

原

謙

二

石

井

又

兵

衛

南
里
荘
左
衛
門

下

村

五

兵

太

久

家

猪

牛

山
田
水
左
衛
門

古
賀
儀
右
衛
門

吉
十

（
普
左
衛
門

忠
太
郎

権
六
与
吉
利
兵
衛

源
蔵
岩
左
衛
門

栄
次
郎

徳
次
郎
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表
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書
）

「
嘉
永
六
年
丑
九
月

御
小
物
成
方
定
米
帳
」

一
米
八
升

-
”
弐
斗
一
二
升

内
米”
 

二
承
名

板
屋
東
西
名

女
山
村
庄
屋
渡
筆
紙
墨
料

板
屋
村
渡
り
；
：
，
＇
，
＇
：
＇

1

1

造
を
知
る
に
も
役
立
つ
の
で
原
形
の
ま
ま
掲
げ
る
。

-
”
志
江
＇

-
”
五
升

-
”
壱
斗

-
”
壱
斗

-
”
七
升

-
”
壱
斗

-
”
七
升

-
”
八
升

f
米
弐
拾
九
石
四
斗
弐
升

右
之
通
可
被
相
渡
候
以
上

＿
午
九
月

米
壱
斗

”
壱
斗

”
弐
斗

多

久

彦

左

衛

門

大
崎
村
右
同
御
猟
方
下
見
兼

焼
米
村
御
猟
方
下
見
村
山
留
兼

宮
下
村
山
留

土
橋
村
右
同
断

俺
原
村
右
同
断

山
口
村
哀
山
右
同
断

平
野
村
右
同
断

石
原
村
右
固
断

高
木
川
内
村
山
留

同
村
右
岡
断

藤
川
内
村
右
同

藤
古
藤
四
郎

（
虹
右
衛
田

恒
助
儀
三
郎

秀
十
助
右
衛
門

孫
右
衛
門

岩
次
郎

岩
蔵
久
太
郎

又
五
十
行
目
の
「
諸
村
庄
屋
渡
其
外
村
山
留
渡
定
米
帳
面
ま
へ
」
と
い
う
の
は
、

こ
の

寛
政
二
年
は
二
十
一
石
二
斗
七
升
と
な
っ
て
い
る
が
嘉
永
六
年
九
月
の
「
御
小
物
成
方

定
米
帳
」
に
よ
る
と
弐
拾
弐
石
四
斗
四
升
壱
合
七
勺
六
札
と
な
っ
て
い
て
石
高
に
於
て

は
殆
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
そ
の
内
容
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
農
村
構
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米
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口

米

山
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米

び
銀
高
の
違
い
は
問
題
外
と
し
た
の
で
あ
る
。

の
泊
費
の
市
由
に
重
き
を
骰
い
た
の
で
、

一
応
時
代
の
ず
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
石
高
及

一

資

料

-
”
壱
斗

一
米
五
升

-
”
丘
升

-
”
壱
升

f
米
弐
拾
弐
石
四
斗
四
升
壱
合
じ
夕
六
札

右
之
通
可
被
相
渡
候
以

K

今
里
村
渡
右
同
断

下
鶴
渡
右
団
断

衷
納
所
村
渡
右
同
断

宮
下
村
渡
日
仁
田
観
音
祭
用

瀬

田

八

方

衛

PtJ

幽

今
ま
で
掲
げ
て
来
た
資
料
に
よ
っ
て
、
農
民
か
ら
領
主
へ
取
切
て
ら
れ
た
地
米
か
多
久

領
に
於
け
る
場
合
ど
の
梯
に
振
り
当
て
ら
れ
て
、
ど
ん
な
事
に
ど
の
椋
な
割
合
で
粕
費

さ
れ
て
い
た
か
略
々
察
し
が
つ
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
尤
も
以
上
掲
げ
た
沢
料
は
そ

文
政
二
年
の
「
御
勝
手
方
御
仕
組
控
帳
」
に
よ
っ
て
分
る
様
に
、
こ
の
頃
か
ら
多
久

領
は
借
銀
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
天
保
九
年
頃
の
多
久
領
の
借

銀
の
様
子
を
知
る
べ
き
資
料
と
し
て
、
犬
保
九
年
戊
九
月
の
「
御
借
銀
根
帳
」
と
云
う

の
が
あ
り
、
こ
れ
は
紙
数
六
十
枚
位
で
、
多
久
領
が
江
戸
大
阪
は
じ
め
各
地
の
鹿
人
か

ら
借
銀
し
た
様
子
が
商
人
別
に
借
銀
先
・
惜
銀
高
・
年
々
返
済
の
次
第
が
年
を
追
つ
て

害
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
多
久
領
と
し
て
の
借
財
で
あ
る
が
、
家
中
の
侍
銘
L
の
借
銀

「
御
家
老
方
御
声
掛
借
財
節
其
外
」
と
云
う
特
殊
な
も
の
が
残
存
し
て

い
る
。
こ
れ
は
多
久
領
の
家
老
達
が
家
臣
の
窮
乏
を
見
兼
ね
て
八
方
借
銀
の
調
逹
に
手

を
尽
し
、
遂
に
領
主
の
名
を
借
り
て
仇
嘉
藩
の
御
用
達
中
島
彦
右
衛
門
か
ら
二
千
両
の

借
銀
に
成
功
し
た
次
第
を
、
家
老
よ
り
領
主
へ
報
告
し
た
文
面
を
最
初
に
掲
げ
、

こ
の

二
千
両
の
う
ち
か
ら
多
久
領
内
の
役
所
、
或
は
家
中
の
人
々
が
借
り
た
金
額
及
び
年
々

返
済
の
状
況
を
記
入
し
て
い
る
。

こ
れ
に
は
年
代
が
害
い
て
な
い
け
れ
ど
も
、
中
に
記

人
さ
れ
て
い
る
人
物
及
び
卜
支
笠
か
ら
天
保
十
三
年
頃
か
安
政
元
年
頃
の
も
の
で
あ

丑

九

月

t
1
i

、
¥

ー
1

/

 



一

資

料

よ
っ
て
領
主
財
政
の
使
途
を
明
ら
か
に
し
た
次
第
で
あ
る
。

ろ
う
。

こ
の
資
料
も
他
の
記
録
に
よ
っ
て
よ
く
調
べ
れ
ば
年
代
も
判
明
し
て
家
臣
の
生

生
産
物
地
代
の
原
則
に
立
脚
し
た
藩
財
政
が
、
製
村
に
於
け
る
商
品
経
済
の
発
展
の

た
め
に
、
都
市
生
活
に
よ
る
消
費
生
活
が
増
大
し
領
主
層
の
支
出
は
非
常
に
増
加
し
、

そ
の
た
め
に
も
領
主
財
政
は
窮
乏
し
、
第
一
節
の
は
じ
め
に
述
べ
た
様
な
訳
で
江
戸
末

期
に
入
っ
て
か
ら
は
領
主
財
政
は
益
々
窮
地
に
追
込
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
所
が
領
主

は
未
だ
生
産
物
地
代
の
原
則
を
固
執
し
、
消
費
の
面
を
押
え
て
そ
の
中
か
ら
財
政
窮
乏

を
救
う
道
を
得
る
に
汲
々
と
し
て
、
土
地
か
ら
遊
離
し
た
農
民
生
産
に
よ
る
商
業
利
潤

を
と
ら
え
る
こ
と
を
発
見
出
来
な
か
っ
た
。
そ
し
て
各
藩
で
は
領
主
財
政
建
直
し
の
た

め
、
幾
度
か
御
仕
組
が
繰
返
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
か
か
げ
た
「
御
勝
手
方

御
仕
組
帳
」
も
、
佐
嘉
藩
が
各
支
藩
私
領
に
何
度
も
出
し
た
財
政
再
建
の
た
め
の
御
仕

組
の
触
書
に
基
づ
い
て
、
多
久
領
が
懸
命
に
な
つ
て
計
画
し
た
空
し
い
努
力
の
―
つ
で

あ
っ
た
。
然
し
は
か
ら
ず
も
こ
の
資
料
の
存
在
に
よ
っ
て
、
農
民
か
ら
の
年
貢
徴
収
を

基
盤
と
し
て
な
り
た
つ
領
主
財
政
の
消
費
の
全
貌
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ

る。
以
上
拙
稿
は
佐
嘉
藩
多
久
頷
の
「
御
勝
手
方
御
仕
組
帳
」
を
中
心
に
、
第
一
節
に
於

て
こ
れ
が
作
ら
れ
た
時
代
的
法
令
的
な
背
景
を
の
べ
、
第
二
節
で
は
こ
の
御
仕
組
帳
に

最
後
に
資
料
閲
覧
に
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
多
久
市
立
多
久
図
書
館
に
対
し
て
深
く

謝
意
を
表
す
る
。

領

主

の

財

政

に

陳

す

る

結

活
困
窮
の
状
況
を
目
パ
体
的
に
把
据
し
得
る
貨
債
な
資
料
で
あ
る
。

五
七
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